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　99mTcの赤血球in　vivo標識は操作がin　vitro

標識に比べて簡便であるので，ルチン使用に有用

であると考えられるが，その安定性および心機能

検査への適応性について検討した．ピロリン酸

0．2mg／kgを静注後，30分して99mTcO4を静注し

てその後経時的に採血して検討した．赤血球活性

と血漿活性は前者が上昇，後者が下降の傾向にあ

るが，赤血球標識率は投与後10分～60分間は，

95．5±2％と狭い範囲で安定していた．これはHt

も関係なくしたがって標識率で補正することによ

り安定した循環血液量の測定をできる可能性があ

る．事実RISAで測定した値と比較すると極めて

良好な相関が認められた．従来99mTc標識物質に

よるRIアンギオは正確な循環血液量，心拍出量

算出等の定量化が行なえなかったが，本法によっ

て視覚化と定量化が可能と考えられる．

34．1251・標識フィブリンによる線溶能の測定
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　1251・．fibrinogenをpolystyrene　tubeに附着させ

thrombinを用いて1251－fibrin膜とし，これを1251－

fibrin　solid　phaseとして線溶能測定に用いた．1251－

fibrin　solid　phase作製はJ．　Gilmoreの方法に準じ

て行った．すなわちhuman　fibrinogenを精製，

chloramin　T法にて1251を標識，　polystyrene　tube

へ3時間かけて附着させ，これにthrombinを加

えて一層のfibrin膜を作った．測定時にはこの

tubeに検体を0．2　m1入れて一定時間脛置し，2m1
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のbufferを吹き込んで反応を停止させ，内容を測

定用tubeに移して遊離した1251－FDPをγ一scintil－

lation　counterにて測定した．　bufferでは1％以内，

400～500u／m1のUK，　SKでも2～3％の溶解を

みたのみであった．plasmin　1．25　cu／m1で卵ネ置時

間による溶解率をみると1時間以上では一定とな

り，以後の測定には30分卵呈置を用いた．測定感度

は本法では1．25×2－9cu／m1附近まで定量的に測

定可能であるが従来の平板法では×2－5cu／m1ま

でで約10倍の感度であった．plasminに対するt－

AMCHA　の抑制効果は濃度による抑制効果を直

線的に表示できた．また血漿中のantiplasmin活

性も32倍稀釈までは直線的に抑制効果を表示でき

たがそれ以上淡くなると急速に抑制効果を失うの

が認められた．

　血漿自体単独で線溶能を平板法で測定すること

は難しいが，本法では明確に証明出来，血漿濃度，

艀置時間のいずれにも一定の関係が認められた．

この線溶能はt－AMCHAで抑制出来ず，補体の

関与を示唆する成績を得ているがさらに検討して

行きたい．

35．RI　angiocardiographyにおける心拍連動コン

　　トロール装置（ガンマイメージャ用）の試作
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　われわれは高価な情報処理装置を用いることな

く，シンチカメラとmultifOrmat　image装置（ガ

ンマイメージャ）との組合せによって，1枚のフ

イルム上に心プール（あるいは心筋）スキャンで

の1心拍内の左室の動きを任意のフレーム数で撮

像できる装置を考案し，その基礎的，臨床的検討

を行った．1心拍を任意のフレームに分割し，ま

たその1つのフレームのexposure　timeを任意に
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設定できる．第一フレームに心電図およびgate信

号を記録するので心電図とimageとの位相関係を

知ることができる．ガンマイメージャを使用し，

real　timeでimageを得るので画質が鮮明で優れ

ている．したがって情報処理装置を有しない一般

病院でも，ルチン検査として簡便に短時間のうち

に左室の動きを観察することができ，従来の，

dynamic，　static　studyに加えてAngiocardiography

の情報量を増すことができると考える．

36・Radionuclide　angiocardiographyにおける関心

　　領域設定の自動化
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　放射性核種を用いた心血管造影法は心臓核医学

の分野でも循環系の機能評価に欠かせない検査法

であり，われわれはmini－computerによりこの解

析を一貫して処理するシステムを開発してきた．

今回はこの中で関心領域設定の自動化を試みた．

　99mTc－HSA　5～10・mCiをbolusで投与し左前

斜位にてmulti・crystal　gamma　camera（System　77）

により0．2秒毎の画像を1分間収録した．このデ

ー タを磁気テープを介してYHP　210〔rA（24　KW）

に転送し解析の対象とした．14×21の画素より得

られる時系列情報よりこれを5つの関心領域（入

力，右心，肺，左心，その他）に分割する．各部

分を1つのcompartmentと仮定すれば，同一部

分に属する画素は連結した群を形成し群内の各時

系列曲線は相似であると考えられる．まず各画素

の時系列曲線を平滑化し最大値到達時刻を求めヒ

ストグラムを作りこれを5つのクラスタに分割す

る．次に各クラスタ内で画素の最大連結領域を選

出し，この領域内での平均値より各画素との残差

2乗和を評価し相似なもののみをその関心領域と

した．

　正常例，L→R　shuntを有するのASD症例に

つき本法を適用し良好な結果を得た．簡単な時間・

空間的特徴量を用いて充分実用に耐える関心領域

設定を示したが，本法は短時間で全く自動的に実

行できる点で有用と思われる．
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　われわれはSystem　77（Baird　Atomic　lnc）を用

い高濃度99mTc－pertechnetate急速静注し，　RI一心

血管造影法（正面像）を施行した患者のデーター

（0．05secper　frame）から右室の容積曲線，拍出率

を得た．また，1心拍内の10数個の右室の継時的

イメージから右室regional　wall　motionを観察す

ることができた．

　方法：（A）右室の関心域を決定するために，お

おまかに選んだ右室領域から得たtime　activity

histogramからヒ゜一クと谷をえらび，拡張末期と

収縮末期像を作り重ね合せ右室のより正確な関心

域を決定する．この関心域から得られるtime

activity　histogramをRV（1）histogramとする．

次に右房側で房室弁の近傍からの流入血流による

カウントを除くために，右室の右側に接してlcm

の幅の関心域を定め，これをAtrial　background

とし，この関心域から得られるヒストグラムを
“Atral　back　ground（2）histogramとする．〔RV（1）

histogram－atrial　background　（2）histogram〕＝

corrected　RV　histogramの画像引算を施行する．

（B）corrected　RV　histogramにSystem　77の‘‘Ejec－

tion　Fraction　And　Representitative　Cyclc「’のソフ

トウェアを応用すれば，目的とする右室の3つの

事項が表示された．全表示操作は15分以内で完了

した．
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